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No.1

“和のものづくり”の源流

－第0講 (序論) ： “ものづくり原論”を如何に論ずるべきか？－

ものづくり原論懇話会

代表、 坂本 治久 [博士(工学)]

＜本講の内容＞
1. 開講の⽬的
2. 論述の原則
2.1科学的実証論に基づく論述
2.2 グローバルな観点での検討
2.3 客観性の担保

3. 講義の全体構成
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No.21. 開講の目的

⽇本⺠族の由来と
特質の理解の軽視

↓
不正確な歴史の

強要

“グローバリズム vs ナショナリズム”という⼆
元論に⽀配された誤った思込み

↓  むしろ、
グローバル化した世界では“⺠族としてのアイ
デンティティ”を主張できなければならない！

“欧⽶的善悪⼆元論” vs “⽇本的多元融和論”
↓

明治以来の“欧⽶的⼆元論”に揺さぶられる⽇本

グローバル(⼀体)化した世界において⽇本⼈が本来の⼒を
発揮して貢献していくためには、⽇本の国家/社会/⽂化の
由来とその特質を認識して主張できなければならない。そ
こで、この講義では、“和のものづくり”という観点から⽇
本の⽂化の由来と特質を明確なものにしていくことを⽬的
とする。
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No.32. 論述の原則： 2.1科学的実証論に基づく論述

①の「科学的に検証でき
る」ことだけで「科学的に
正しい」と思い込む誤謬

↓
⾮科学の温床

科学的仮説の2条件：①検証(正しさの証明⼿段)可能性；
②反証(誤りの証明⼿段)可能性。

⾮科学的な仮説の事例：
宗教的真理、唯物史観、精神
分析、⽇本の⺠族と⽂化の朝
鮮半島伝来説、など

「科学的仮説が正しい」とは、
「仮説が検証され、かつ、反
証されない」状態を⾔う。た
だし、同時に「潜在的に反証
される可能性がある」ことも
受け容れなければならない！

“科学的な”という⾔葉は、仮説や
事実よりも、むしろ “研究者の姿
勢”に対する意味合いが⼤事！

参考⽂献[10Ise1][10Oka1][10Pop1][10Tak1] Global Techno-Fusion

No.43. “ものづくり原論”の構成について： 3.1 全体構成について

☆第1課：和のものづくりの源流
特有の“平和的で受容性が⾼い”⺠族的性格を有する⽇本⺠族の誕⽣過程
を明らかにした上で、(歴史の記述が始まる前の)先史時代の⽇本の“先進
的なものづくり技術”の源流を明らかにする。

☆ 第2課：和のものづくり気質の原点
中世から近世までに確⽴した⽇本固有の平等な社会と細部にこだわるも
のづくり精神“職⼈気質”の成⽴過程を理解する。

☆ 第3課：環球的視点で⾒るものづくり⽐較⽂化論
東⻄で対照的な“ものづくりに対する価値観”を直視しつつ先進国となっ
た国々がものづくり⽂化を発展させてきた歴史を振り返る。

☆ 第4課：和のものづくり再興とその将来像
近代以降の⽇本のものづくりは如何に欧⽶の技術を追撃したか？それを
踏まえて、今⽇のグローバル適地⽣産が和のものづくりに求めているも
のについて探る。
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No.53.2 “第１課：和のものづくりの源流”の講義構成

☆第1講：⽇本⺠族の由来：“受容するヒトHomo Accipientes”への道
⼈類の誕⽣から説き起こし、⽇本⺠族に特有の“受容性が⾼く融和的な⺠族的
特質”の由来を科学的根拠に基づいて明らかにする。

☆ 第2講:卓越した⽇本の⽯器時代:旧⽯器時代〜縄⽂時代の⽇本の先進性
ものづくりの端緒としての⽯器時代における和のものづくりの卓越さを明ら
かにする。旧⽯器時代から縄⽂時代まで、多様な⽂化や技術を⾼度に融合し、
⾃然に融け込んだ“持続可能な⽣活⽂化”を3万5千年に渡って守り抜いた。

☆ 第3講：稲作と鉄器の真実：⾒直しを迫られる“弥⽣時代”という括り
誤った歴史認識の中でも特に象徴的な⼆つのものづくり技術、“稲作”と“鉄
器”の実態を科学的根拠に基づいて明らかにする。この⼆つの技術で特徴づけ
られてきた“弥⽣時代”という括りは、⾒直しを迫られている。

☆ 第4講：記紀が記す“ものづくり”：素戔嗚尊と神武天皇が象徴するもの
⽇本の原初を記す貴重な歴史記録である古事記と⽇本書紀が記述する“和のも
のづくり”を概観し、古代⽇本の社会形成に⼤きな影響を及ぼしたものづくり
技術を明らかにする。
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